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第２３回関東小学生オープンバドミントン大会 

新型コロナウイルス感染者・濃厚接触者に関する大会参加可否判断 
 

感染者 

【症状がある場合】 

※基本的に保健所等の機関から療養解除の指示があった場合に参加できる。 

①発症日（症状が出現した日：０日目）から１０日間以上かつ症状軽快後７２時間経過後 

②発症日（症状が出現した日：０日目）から１０日間経過以前に症状軽快した場合に、症状 

軽快後２４時間経過した後に、ＰＣＲ等の検査を行い陰性が確認され、その検査の検体を採

取した２４時間以降に再度検体採取を行い、陰性が確認された場合は参加できる。 

【症状がない場合】 

検体採取日（陽性確定に係る検体採取日：０日目）から７日間経過した場合は、参加でき 

る。 

【無症状者が途中症状が出た場合】 

当初無症状の人であっても、途中で症状が出現した場合は、発症日を起算日（０日目）と 

して１０日間以上経過後は、参加できる。 

 

※新型コロナウイルス感染症感染回復者の参加については、体調管理チェックシートを使用し、

発症日、解除日を分かるように余白に記入して、当日受付に提出すること。 

 

濃厚接触者 

発端となる同居の感染している者が発症する等（０日目）してから５日間経過している場合

は参加できる。ただし、２日目と３日目に抗原定性検査キットを用いた検査で陰性が確認でき

た場合は、３日目で参加できる。 

※上記のいずれの場合でも、自宅待機期間が終了した後も７日間が経過するまでは、自身に 

よる健康状態の確認を行うことや会食を控える等の感染対策を徹底する。 

 

※濃厚接触解除者の参加については、体調管理チェックシートを使用し、発症日、解除日を分

かるように余白に記入して、当日受付に提出すること。 

※２日目と３日目に抗原定性検査キットを用いた検査をした場合は、体調管理チェックシート

の余白に検査日、検査結果を記入すること。 

 

 

感染疑い者 

感染疑い者（体調不良〔例：発熱、咳、喉の痛み、倦怠感、頭痛、味覚嗅覚異常など〕の症

状があり、ＰＣＲ検査もしくは抗原検査で「陰性」であった者、または医療機関を受診しなか

った者） 

現地入りの２週間前の時点もしくはそれ以降に感染疑い症状が発症していた場合、インフル

エンザ等の新型コロナウイルス以外の感染症のリスクもある為、原則当該選手は参加を辞退す

る。または、派遣を取り消す。 

但し、次の Ａ．及びＢ．の両方の条件を満たしている場合、大会への出場を認める。 

Ａ．感染疑い症状の発症（０日目）後に少なくても８日が経過している。 

Ｂ．薬剤を服用していない状態で、解熱後及び症状消失後に少なくても７２時間が経過して

いる 
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但し、上記 Ａ．Ｂ．を満たさない場合であっても、薬剤を服用していない状態で感染疑い症

状が消失し、新型コロナウイルスの感染リスクが低いこと（注１）（注２）（注３）を示す医師

の診断書があれば、出場（来場）可能。主催者への報告が必要。ＰＣＲ 検査等が推奨される。 

（注１）：「新型コロナウイルスの感染リスクが低いこと」を示すため、ＰＣＲ検査等が推奨さ

れる。 

（注２）：「新型コロナウイルスの感染リスクが低いこと」には、新型コロナウイルス感染症以

外の傷病も考えられる。 

（注３）：医療機関を受診し、新型コロナウイルス以外の疾患である旨の医師の診断に基づき、

当該症状に対し服薬指導を受け、処方された薬剤についてはこの限りではない。 
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【参考資料】 

第２３回ダイハツ全国小学生 ABCバドミントン大会開催における新型コロナウイルス感染拡大 

防止に関する基本方針（R4,0808改正 

 

案） 

 


